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【ブロッコリー】
原産地は地中海沿岸といわれてい
ます。花の部分を食用とし、ビタミン
Cや葉酸などが豊富です。栽培に取
り組みやすく、市内の生産量も増加
傾向。水稲の後作に年内早穫りか
ら春先まで計画生産し、高温期は
氷詰めで出荷しています。




